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大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
周
辺
道
路

整
備
事
業
と
し
て
、
駅
前
の
市

道
０
１
２
８
号
か
ら
駅
北
側
の

交
差
点
改
良
計
画
が
あ
る
。
こ

の
交
差
点
の
大
野
駅
前
交
番
を

右
折
す
る
と
一
方
通
行
の
市
道

３
１
３
４
号
に
接
続
す
る
。

　

同
市
道
は
大
柏
小
学
校
の
通

学
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
折

車
両
に
対
す
る
時
間
通
行
規
制

通
学
路
へ
の
右
折
車
両 

時
間
規
制
す
べ
き

安
全
確
保
に
有
効
と
考
え
警
察
と
協
議

市川大野駅北側交差点改良計画

を
設
け
、
児
童
の
安
全
対
策
を

講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

整
備
事
業
は
、
歩
行
者
や

車
両
の
安
全
対
策
を
目
的
に
、

Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
北
側
に
新
た

な
用
地
を
確
保
し
、
改
良
す
る

も
の
で
あ
る
。
市
道
３
１
３
４

号
へ
の
進
入
車
両
の
時
間
通
行

規
制
は
、
安
全
の
確
保
に
有
効

と
考
え
、
今
後
、
市
川
警
察
署

と
協
議
し
て
い
く
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

県
道
市
川
松
戸
線
先
の
松
戸

区
間
の
外
環
道
路
一
般
部
が
供

用
さ
れ
、
早
朝
や
深
夜
は
特
に
大

型
車
の
通
行
が
多
く
な
り
、
振

動
・
騒
音
が
ひ
ど
く
付
近
の
住

民
は
夜
も
寝
ら
れ
な
く
て
困
っ

て
い
る
。
供
用
の
判
断
は
い
つ

誰
が
し
た
の
か
。
ま
た
、
国
や

県
へ
市
か
ら
強
く
要
望
し
て
、

一
日
も
早
く
そ
の
抜
本
的
解
決

振
動
・
騒
音
の
抜
本
的
解
決
を

必
要
な
対
策 

国
や
県
へ
要
望
し
て
い
く

県道市川松戸線

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

市
で
は
、
地
域
の
利
便
性

向
上
等
の
た
め
、
平
成
17
年
４

月
に
部
分
供
用
を
含
め
た
早
期

の
供
用
開
始
を
国
・
県
等
に
要

望
し
た
。

　

ま
た
、
外
環
道
路
の
整
備
が

抜
本
的
な
改
善
に
つ
な
が
る
が
、

併
せ
て
県
道
市
川
松
戸
線
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
国
や

県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

松
井
　

努
議
員
（
緑
風
会
）

　

福
栄
に
あ
る
旧
職
員
住
宅
は
、

地
元
自
治
会
か
ら
自
治
会
活
動

の
場
と
し
て
使
用
さ
せ
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
は
地
元
自
治
会
の
集

会
室
、
倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
こ
の
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
、
地
元
で
は
非

常
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
市

と
し
て
、
跡
地
活
用
を
ど
の
よ

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か

地
元
住
民
が
交
流
図
れ
る
施
設
を
検
討

福栄職員住宅の跡地

う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
　

福
栄
職
員
住
宅
の
跡
地
に

つ
い
て
は
、
行
徳
地
域
の
過
密

な
市
街
地
の
状
況
や
交
流
の
場

の
必
要
性
な
ど
の
特
性
を
踏
ま

え
て
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
地
元
住

民
等
が
交
流
の
図
れ
る
施
設
や

行
徳
地
域
で
不
足
し
て
い
る
子

育
て
施
設
と
し
て
活
用
す
る
計

画
を
検
討
し
て
い
る
。

坂
下
し
げ
き
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

西
部
公
民
館
の
あ
る
中
国
分

地
区
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、

利
用
者
の
多
く
が
地
域
の
高
齢

者
と
、
乳
幼
児
向
け
の
行
事
に

ベ
ビ
ー
カ
ー
で
参
加
す
る
親
子

等
で
あ
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
が
な
い
た
め
に
不
便
な

状
況
に
あ
る
。
自
治
会
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
地
域
の
特
徴
を

考
慮
し
た
政
策
的
な
配
慮
が
で

高
齢
化
が
進
む
地
域
へ
の
配
慮
は

大
規
模
改
修
工
事
と
一
体
で
進
め
る

西部公民館のエレベーター設置

き
な
い
か
。

答
　

平
成
18
年
に
耐
震
工
事
を

実
施
し
た
が
、
施
設
自
体
の
老

朽
化
に
よ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
は
大
規
模
改
修
工
事
と
一

体
化
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
内
全
16
公
民
館
の
再
整
備

計
画
の
中
で
、
老
朽
化
の
状
況

や
市
民
ニ
ー
ズ
等
の
優
先
性
に

配
慮
し
、
快
適
で
安
全
な
公
民

館
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

堀
之
内
地
域
か
ら
中
国
分
小

学
校
へ
向
か
う
通
学
路
は
、
市

道
０
１
３
０
号
か
ら
１
０
２
８

号
に
進
入
し
て
く
る
車
両
が
多

く
、
通
学
路
と
交
差
す
る
の
で

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
交
通
規
制
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
通
行

量
を
調
査
し
、
早
急
に
交
通
規

制
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

早
急
に
交
通
規
制
を
す
べ
き

時
間
規
制
の
再
検
討
を
要
望

中国分小の通学路

答
　

登
校
時
間
帯
の
交
通
規
制

の
要
望
が
中
国
分
小
学
校
か
ら

警
察
に
提
出
さ
れ
た
が
、
外
環
道

路
が
工
事
中
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
現
状
で
は
難
し
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
注

意
喚
起
の
看
板
や
交
差
点
マ
ー

ク
の
設
置
等
の
対
策
に
努
め
て

い
る
が
、
横
断
歩
道
の
設
置
や

時
間
規
制
の
再
検
討
を
公
安
委

員
会
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
道
６
１
５
６
号
の
永
谷
マ

ン
シ
ョ
ン
南
側
少
年
運
動
広
場

の
十
字
路
交
差
点
は
、
信
篤
小

学
校
の
通
学
路
で
あ
り
、
大
型

車
の
通
行
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、

信
号
等
の
早
急
な
設
置
が
望
ま

れ
る
。
市
道
６
１
４
８
号
と
６

１
４
６
号
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
道
路
整
備
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
。
道
路
拡
幅
等
の
整
備

信
篤
小
通
学
路
等
の
整
備
方
針
は

当
面
は
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く

信篤地区の道路交通行政

方
針
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

答
　

市
道
６
１
５
６
号
の
交
差

点
に
は
水
路
が
あ
り
信
号
機
の

設
置
に
課
題
が
あ
る
が
、
信
号

機
を
含
め
た
安
全
対
策
を
市
川

警
察
署
と
協
議
す
る
。
市
道
６

１
４
８
号
と
６
１
４
６
号
に
つ

い
て
は
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
含
め
、

地
権
者
と
協
議
し
て
い
く
が
、

当
面
は
、
注
意
看
板
等
の
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
21
年
４
月
、
北
東
部
の

交
通
不
便
対
策
と
し
て
、
京
成

バ
ス
柏
井
線
の
Ｊ
Ｒ
下
総
中
山

駅
か
ら
船
橋
法
典
駅
を
経
由
す

る
経
路
が
住
民
の
協
力
で
再
編

成
さ
れ
た
。
今
後
は
北
総
線
大

町
駅
等
へ
乗
り
入
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
設
置
が
望

ま
れ
る
。
住
民
参
加
の
実
行
委

員
会
を
設
立
す
る
が
、
市
民
の

住
民
総
意
の
計
画
な
ら
ば
柔
軟
に
対
応

北東部コミュニティバス路線

意
見
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
　

21
年
度
に
市
川
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
指
針
を
策
定

し
た
。
指
針
は
、
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
運
営
を
主
軸
と
と
ら

え
て
い
る
。
事
業
の
採
算
性
等

も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
実
行
委
員
の
総
意
が
得
ら

れ
る
運
行
計
画
の
変
更
で
あ
れ

ば
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

市
道
０
２
０
３
号
の
行
徳
駅

前
交
番
付
近
へ
の
障
害
者
・
高

齢
者
専
用
の
乗
降
駐
車
場
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
12
月

定
例
会
、
21
年
２
月
定
例
会
で

も
質
問
を
し
た
。
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
乗
降
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
た
場
合
、
無
料
と

な
る
の
か
。

障
害
者
・
高
齢
者
の
駐
車
場
整
備
は

警
察
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く

行徳駅周辺のバリアフリー化

答
　

同
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

は
、
千
葉
県
警
察
本
部
と
本
市

と
の
間
で
、
事
前
協
議
が
終
了

し
た
た
め
、
今
後
は
本
協
議
を

進
め
て
い
く
。
位
置
は
、
駅
交

番
付
近
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
乗
降
駐
車
場
は
、
あ
く
ま
で

一
時
的
な
乗
り
降
り
の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
確
保
す
る
も
の
な
の

で
、
駐
車
料
金
は
無
料
の
方
向

で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　６月定例会では、33 人の議員が一般質問を行いまし

た。質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分。ここで

は紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、

ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

大
町
駅
等
へ
の
乗
り
入
れ
望
ま
れ
る

市
川
大
野
駅
北
側
交
差
点

道 路 ・ 交 通

施 設

　ガバナンス＝ニューガバナンス　 みらい＝みらい・つばさ

　社民・市民＝社民・市民ネット　 市民連合＝市民連合・あい

道 路 ・ 交 通


